
ＰＣＲ集中実施・トライアルの振り返り

2/19～2/26

令和３年３月１１日



１ 受検者の概況について

２ 実施体制の検証について

３ 感染症数理モデルについて



１ 受検者の概況について

２ 実施体制の検証について

３ 感染症数理モデルについて



無症状者からの感染をできる限り遮断

広島市において感染者が減少

「ＰＣＲ検査集中実施」は保留

中区において部分的に試行し、
運用検証を踏まえて実施体制の精度を高め、

次の感染急増時に備える

ＰＣＲ検査集中実施事業

トライアル



広島市における新規報告数とＰＣＲセンター（流川＋観音）受検者数の推移

感染者数と受検者数は，相関関係がある
受検者数（人） 新規報告数（人）
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受検者数（左軸） 新規報告数（右軸）

※ 観音ＰＣＲセンターは12/10から稼働 ※ 流川ＰＣＲセンターは，12/13と12/20は休業



ＰＣＲ集中実施・トライアル

区 分 居住者 就業者

日 程 2/19（金）～2/21（日） 2/24（水）～2/26（金）

対 象 者
（当初計画人数）

中区内の居住者

約6,000人

中区内の事業所
（従業員30人以上）

約2,000人

検 査 場 所 旧広島市民球場跡地
事業所単位で検体を

集約し，県が検体を回収
検 査 方 法

ウォークイン
ドライブスルー

受 検 者 数 3,238人 3,335人（61事業所）

陽 性 者 数 4人（陽性率0.12％） 0人

無料



居住者向け検査のフロー

受検者 予約センター

検査会場
（旧市民球場跡地）

薬局

検査機関

ＣＤＣ、保健所

検体（唾液）を
自己採取

受検日時の予約

検査キットの受け渡し

検査結果の報告

ウォークイン
ドライブスルー



就業者向け検査のフロー

事業所

予約センター

検体搬送車

検査機関

ＣＤＣ、保健所

従業員が
検体（唾液）を

自己採取

検体回収日時の予約

検査結果の報告

従業員の検体を回収

事前に検査キットを配布



［性別受検者数・割合］

【居住者】 【就業者】

（単位：人，％）

【合 計】

居住者は女性が多いが、就業者は男性が65％を占める

問診票の未記入等による性別不明：71人



［年齢階級別受検者数・割合］

【居住者】 【就業者】

（単位：人，％）

【合 計】

居住者は60歳代以上が多い。合計では全世代が受検している

問診票の未記入等による年齢不明：17人



［年齢階級別・性別受検者数・割合］



［受検者のうち中区民の割合と人口構成の比較］

受検者は、50歳代以上が多く、30歳代以下が少ない

※ 中区人口は，R2.1.1時点の住民基本台帳人口



［日別受検者数］

2/19（金）に対象地域を拡大（13地区→中区全域）



［受検者の属性－居住者］

【男性】 【女性】

（単位：人，％）

【合 計】

問診票の未記入等による性別不明：71人

複数回答



［受検者の属性－就業者］

（人）

多種多様な業種が受検



受検者6,573人中、４人が陽性判定

A

B

D

C

症状なし

風邪症状
（14日以内）

風邪症状
（14日以内）

風邪症状

14日以内に3密
・流行地訪問

症状

訪問した

訪問した

なし

なし

14日以内に
陽性者に接触

なし

なし

なし

なし

陽性者
14日以内に
県外往来

あり

あり

あり

あり

検査は
初めて

今回が初

今回が初

今回が初

今回が初

陽性者には、「３密・流行地訪問」「県外訪問」の経験がある

［陽性者の特徴］

陽性率＝４/６,５７３＝０.06％



［検査を知ったきっかけ－居住者］
複数回答

全年代で「テレビ」が最も多く、半数を超える

チラシをポスティングした
地区は，４.５倍の受検率
ポスティング有…6.16％
ポスティング無…1.36％



［検査を知ったきっかけ－就業者］
複数回答

全年代で「テレビ」が最も多く、半数を超える



［受検の動機－居住者］
複数回答

「健康状態把握」が７割を超える。「調査に協力」は約半数



［受検の動機－就業者］
複数回答

「職場の方針・指示」が約６割。「健康状態把握」は約４割



［日頃心がけていること－居住者］
複数回答

「飲食店の選択」や「ＱＲコードの活用」が半数に満たない



［日頃心がけていること－就業者］
複数回答

「飲食店の選択」や「ＱＲコードの活用」が半数に満たない



［取組宣言店と広島積極ガード店］

飲食店を利用する際には、取組宣言店や広島積極ガード店を

登録施設
8,338施設（3/8時点）

見本



［広島コロナお知らせＱＲコード］

飲食時には、スマホでＱＲコードを読み取りましょう

QRコード設置施設
8,496施設（3/8時点）



１ 受検者の概況について

２ 実施体制の検証について

３ 感染症数理モデルについて



検証の視点

（１） 広報

（２） 予約受付・相談対応

（３） 検査会場の運営

（４） 薬局での受付

（５） 就業者向け検査

（６） 検査機関



（１） 広報

取 組

・ 2/15～ 当初対象地域（１３地区）にチラシをポスティング（10,881部）

・ 2/16～2/20 Yahoo!広告（クリック数：16,348回）

・ 2/17・2/20 報道機関向けに検査会場を案内

成 果

・ テレビによる認知は約7割 → 全年代に影響力がある

・ チラシをポスティングした地区は受検率が4.5倍高い

人口対受検率：ポスティング有 6.16％ ポスティング無 1.36％

・ 若年層の受検者は、薬局で検査キットを受け取った者が多い

課 題
・ 30歳代以下の受検者を増やす必要がある

・ 受検者（居住者）の割合…50歳代以上：65％，30歳代以下：20％

改 善 策
・ 受検日時別に地区を指定して，チラシをポスティング

・ 薬局の活用策を拡充する（取扱い店舗の拡大など）（要検討）

区 分 居住者 就業者 計

当初想定 6,000人 2,000人 8,000人

実 績 3,238人 3,335人 6,573人



取 組
・ 2/16～ 予約システムとコールセンターの稼働 （30回線）

・ 予約システム…7,364件， コールセンター…1,400件

成 果 ・ 予約管理により、受検者の混雑（密）を回避

課 題
・ コールセンターにつながりにくい時間帯があった（10時～11時に集中）
・ コールセンターに多額の経費を要し、費用対効果が小さい

改 善 策
・ コールセンターの電話回線を増設する
・ コールセンターの繁忙・閑散時間帯に合わせて人員を配置する
・ 薬局等を活用して予約を必要としない仕組みを検討する

（２） 予約受付・相談対応

コールセンター時間帯別受付件数
2/16～2/26の合計

（件）



取 組

成 果

・ 受付→問診票記入・提出→唾液自己採取→検体提出まで概ねスムーズ

課 題
・ 会場オープン直後の１０時台に行列ができる時間帯があった

・ 受検者が午前に集中し、夕方以降は少なかった

改 善 策
・ 問診票の記入補助員を配置して行列の滞留を解消する

・ 薬局の活用策を拡充して、検査会場での滞在時間を短縮化

（３） 検査会場の運営

区 分 キャパ スタッフ人数

ウォークイン 検体採取ブース 48席 22人

ドライブスルー 駐車スペース 24台 19人

区 分
平均滞在時間

（薬局利用なし）
平均滞在時間

（薬局利用あり）

ウォークイン 約16分30秒 約6分

ドライブスルー 約17分 約5分



←ドライブスルー
（24台）

←ウォークイン
（48席）

［旧広島市民球場跡地・会場配置図・１日受入れ能力］

ドライブスルー 72人×10時間＝720人
約2,000人

ウォークイン 144人×10時間＝1,440人



［ウォークイン時間帯別受検者数］

（人）

午前中に集中し、午後は漸次減少する傾向



［ドライブスルー時間帯別受検者数］

（人）



［検査会場滞在時間］

当初の想定能力を上回る受検者数にも対応することができた



取 組
・ 2/18～2/20 広島市薬剤師会加入薬局13店舗で、検査キットを配布

（1,196個）

成 果

・ 薬局で検査キットを受け取って検査会場に検体を提出した者は、905人

・ 「検査会場に長居したくない」、「自宅でゆっくり唾液をとれる」というメリット

・ 薬局で検査キットを受け取った割合は、若年層が多い（0～19歳：38.5％）

→ 同居家族（父母や祖父母）が、子や孫に受検を促した可能性

課 題
・ 検査キットの回収率は、75.7％（905/1,196）

・ 検体は検査会場（旧市民球場跡地）まで持って行く必要がある

改 善 策 ・ 薬局において、検査キットの配布だけでなく、回収も行う（要検討）

（４） 薬局での受付

年齢不明17人を含まず



取 組
・ 2/16（火）～予約受付開始

・ 2/24（水）～2/26（金） に検体を回収

成 果
・ 61事業所3,335人が受検

・ 職場の方針・指示に従った者が64.9％

課 題

・ 業務との調整が難しく、予約者数と受検者数の乖離があった（歩留まり85％）

・ 事業所内で検体を集約する際の作業が煩雑という意見があった

・ 30人未満の事業所からも受検希望があった

改 善 策

・ 受検期間に幅を持たせて、事業所における受検機会を増やす

・ 検体の集約作業を簡易にする（要検討）

・ 配送・回収コストを考慮しつつ、受検対象人数制限を緩和する

（５） 就業者向け検査



取 組
・ 検査機関を対象に検体プール検査法に係る精度管理勉強会を開催

・ 国の指針に基づき、各検査機関に「自治体確認チェックリスト」の提出を求めた

成 果

・ 検体プール検査法の導入による検査費用の引き下げ

検査数 6,573件…従来価格 101,225千円 → プール方式 17,284千円

83％のコストカット

・ 全ての受検者について、受検翌日に検査結果が判明し、陽性者に連絡した

課 題
・ 今後、気温が上昇すると、検体搬送時の温度管理が必要（4℃以下）

・ 受検者が急増した場合に備えた検査能力の増強

改 善 策
・ 検体回収時に使用するクーラーボックスや保冷剤を確保する

・ 現在約8,000件検査可能 → ４月下旬から追加で約4,000件検査可能

（６） 検査機関



トライアルに要した経費

項 目 経 費

広報 6,315

予約受付・相談対応 88,170

検査会場の運営 55,252

薬局での受付 1,175

就業者向け検査 30,297

検査機関 17,284

検査後のフォロー 2,954

情報処理・分析 5,654

合計 207,101

（単位：千円）



振り返りの総括
◎ 全体を通して、想定していたオペレーションにより、円滑に運営するこ

とができた。（想定した１時間当たりの検査能力の１.５倍の来場者にも対応

でき、なお余力があった。）

◎ 広報媒体としては、テレビや新聞の影響が大きく、チラシのポスティン

グも一定の効果がある。

◎ 検体プール検査法の導入により、コストを大幅に抑制することができ

た。（検査費用：８割以上削減）

▲ 若年層の受検を促すため、職域に働きかけることや、より身近な場所

で受検できる体制を整備する必要がある。

▲ 就業者向けの検査については、業務日程と調整できるよう、一定の検

査期間を設ける必要がある。

▲ コールセンターは、費用対効果が小さいため、薬局等を活用して予約

を必要としない仕組みを検討する。

▲ 引き続き飲食店での感染対策に注力する必要がある。



○ 人口１０万人当たりの全療養者数

（県の警戒基準値＝６人以上）

○ 直近１週間の人口１０万人当たりの新規報告数

（県の警戒基準値＝４人以上）

○ 感染経路不明者の割合

（県の警戒基準値＝５割以上）

○ 倍加時間

○ ＰＣＲセンター（モニタリング・ポイント）の陽性率

○ 医療機関の陽性率 …など

ＰＣＲ検査集中実施の判断基準

様々な指標を参考に、専門家の意見を聴いたうえで
総合的に判断



モニタリング・ポイント

設 置 場 所
① 流川ＰＣＲセンター （中央新天地集会所）
② 観音ＰＣＲセンター （広島西飛行場跡地）

設 置 時 期 2/22（月）～ 11:00～17:00

対 象 者 広島市内の居住者及び就業者（１日先着500人）

検 査 方 法
① ウォークイン
② ドライブスルー いずれも唾液によるＰＣＲ検査

受 検 方 法
予約センターで受検日時を予約
TEL→082-236-3200
WEB→https://hiroshima-pcr.jp/monitoring/

こ れ ま で の
状 況

区 分 受検者数 陽性者数 陽性率

2/22(月)～2/28(日) 1,323 1 0.08％

3/1(月)～3/7(日) 649 1 0.15％

3/8(月)～3/9(火) 176 0 0.00％

無料



１ 受検者の概況について

２ 実施体制の検証について

３ 感染症数理モデルについて



感染症数理モデル
（東京大学・合原一幸特別教授と中国上海師範大学・郭謙教授等の共同研究グループ）

感染者の増加率は、次の式に比例する

（１－検査による隔離率）×感染率×感染に関与する人口

感染が見つかって隔離される割合 感染しやすさ 外出する人の流れ（人流）

・ ＰＣＲ検査

・ 積極的疫学調査 など

・ マスク，手洗い

・ ３密回避 など

・ 外出自粛

・ 飲食店の時短 など

対
策

コ
ス
ト

・ PCR集中実施 10.4億円
（2月補正予算）

・ コロナ感染症拡大防止協力支援

約117億円 （補正予算の計）

社会経済に大きな影響

時短要請の度に財政出動ＰＣＲ検査による感染拡大防止策は，時短要請等より
コストがかからず、社会経済へのダメージを軽減することができる。



感染症数理モデル

（１－検査による隔離率）×感染率×感染に関与する人口

ＰＣＲ検査の集中実施により、
無症状の陽性者を早期に発見し、
感染の連鎖を断ち切る

感染者の増加を抑制

社会経済へのダメージを回避

飲食店の時短や

休業要請よりコスト

は 小


